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土師器の郷② 
は じ き さとさと 

はまぐり 

昆布 

酒 

うすくちしょうゆ 

塩 

三つ葉 

4個 

3cm角1枚 

大さじ1 

大さじ1/2 

少々 

少々 

　3月3日は女の子のすこやかな成長や幸せを願
うひな祭りです。 
　ひな祭りの代表的な食べ物に、ハマグリのお吸
い物があります。ハマグリには、どのような意味が
あるのでしょうか。 
　この時期に貝類は一番おいしくなると同時に、
特にハマグリは2枚の貝がぴったりと合い、他の
貝とは合わないことから「結婚した人とずっと一
緒にいられますように」という願いが込められてい
ました。室町時代には、嫁入り道具の一つでもあ
ったといわれています。 
　ハマグリの旬は2月から4月です。骨や歯の発
育に必要なカルシウムや貧血予防の鉄分など、
女性にとってはうれしい栄養素（ミネラル）が詰ま
っています。他にも、タウリンが多く含まれているの

で、コレステロールや中性脂肪を低下させ、動脈
硬化の予防にも効果的です。 
　ミネラルが多いハマグリですが、ビタミンAとして
働く成分はほとんど含んでいないため、吸い物な
どにビタミンAが豊富な三つ葉などを添えると、バ
ランスのとれたメニューになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問 合 先】福祉健康課 

土師器の郷② 
は じ き さと 

◆材料（2人分）◆ ◆作り方◆ 

すると姉 
あね 

さまは、 

「 なあに、なにがなくったってええんです。 

どうか、泊 
と 

めてくだされ。 」 

というがはやいか、兄 
あに 

いが落 
お 

としたく 
・ 

わ 
・ 

をひろって、あ 
・ 

わ 
・ 

のまいたうねを、コッ 

ツラ、コッツラコとおこしだした。 

兄 
あに 

いは、うれしいやら、はずかしいやら、 

ぽおっとして、いつまでも見ておった。 

あくる日になっても、姉 
あね 

さまは帰ろう 

としなんだ。 

「 わたしは、一人ものです。ここへいつま 

でもおいてくだされ。 」 

兄 
あに 

いが、黙 
だま 

って、花のような美 
うつく 

しい姿 
すがた 

にみとれていると、 

「お 願 
ねが 

いです。どうか、あなたの嫁 
よめ 

ごにし 

てくだされ。 」 

兄 
あに 

いは、だまってうなずき、 

「 おれはかまわんが、何 
なん 

しろ、何 
なに 

もないこ 

れだけの家だで‥。 」 

それから、姉 
あね 

さは、家の人となって働 
はたら 

いた。カラン、コロン、カラン、コロン 

と機 
はた 

をおるようになった。 

兄 
あに 

いは、くわをかついで、畑 
はたけ 

へ毎日で 

かけたが、姉 
あね 

さのことが気になって、思 

うように働 
はたら 

けなんだ。 

「 今ごろ、あの嫁 
よめ 

ご、どうしておるかな」 

と思うと、スズメがあ 
・ 

わ 
・ 

をつついても、 

カラスがカアカア鳴いても気がつかなか 

ったそうな。 

いくら嫁 
よめ 

ごが機 
はた 

をおっても、兄 
あに 

いがこ 

うでは、食うものに困 
こま 

るようになった。 

そして、水ばかりのみ、かゆをすすった。 

こうして嫁 
よめ 

ごはだんだんとあおくなりや 

せていった。 （つづく） 

①はまぐりは砂抜きして、流水
でこすり洗いする。 
②鍋に①、昆布、水300ccを
入れて中火にかける。 
（殻が開いたらアクをとる） 
③酒、うすくちしょうゆ、塩の順
に加え、火を止めて、1cmに
切った三つ葉を加える。 

ハマグリのお吸い物 
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